
受
験
番
号 

 
 

 
 

 
 

 
 

氏
名 

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
二

○

二

二

年

度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

武
蔵
野
短
期
大
学 

幼
児
教
育
学
科 

一 

般 

選 

抜 

第 

二 

回 

入 

学 

試 

験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二

〇

二

二

年

三

月

一

五

日

実

施 

国 

語 

総 

合
（
一
〇
〇
点 

六
〇
分
） 

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

注

意

事

項

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― 

一 

試

験

開

始

の

指

示

が

あ

る

ま

で

、

こ

の

問

題

冊

子

の

中

を

見

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

二 

監

督

者

の
「

解

答

は

じ

め

」
の

指

示

が

あ

っ

た

後

、
速

や

か

に

問

題

冊

子

と

解

答

用

紙

の

両

方

の

所

定

欄

に

受

験

番 

 
 

号

と

氏

名

を

記

入

し

な

さ

い

。 

三 

こ

の

問

題

冊

子

は

、

７

ペ

ー

ジ

あ

り

ま

す

。

試

験

中

に

問

題

冊

子

の

印

刷

不

鮮

明

、

ペ

ー

ジ

の

落

丁

・

乱

丁

及

び 

解

答

用

紙

の

汚

れ

等

に

気

付

い

た

場

合

は

、

手

を

高

く

挙

げ

て

監

督

者

に

知

ら

せ

な

さ

い

。 

四 

解

答

は

、

解

答

用

紙

の

所

定

の

欄

に

記

入

し

な

さ

い

。 

五 

問

題

冊

子

の

余

白

等

は

適

宜

利

用

し

て

よ

い

が

、

ど

の

ペ

ー

ジ

も

切

り

離

し

て

は

い

け

ま

せ

ん

。 

六 

不

正

行

為

に

つ

い

て 

 
 

 

①

不

正

行

為

に

対

し

て

は

厳

正

に

対

処

し

ま

す

。 

 
 

 

②

不

正

行

為

に

見

え

る

よ

う

な

行

為

が

見

受

け

ら

れ

た

場

合

は

、
監

督

者

が

注

意

を

し

ま

す

の

で

、
注

意

や

指

示 

 

に

従

っ

て

く

だ

さ

い

。

従

わ

な

い

場

合

に

は

、

不

正

行

為

と

み

な

さ

れ

る

場

合

が

あ

り

ま

す

。 

③

不

正

行

為

を

行

っ

た

場

合

は

、

そ

の

時

点

で

受

験

を

取

り

や

め

さ

せ

退

室

さ

せ

ま

す

。 

七 

試

験

終

了

後

、

問

題

冊

子

は

回

収

し

ま

す

。 



1 

 

第
一
問 

次
の(

１)

～
（
１
０
）
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
夕
日
に
映
え
る
。 

 
（
２
）
心
が
塞
ぐ
。 

 

（
３
）
証
拠
の
品
を
押
収
す
る
。 

 

（
４
）
装
い
を
新
た
に
す
る
。 

 

（
５
）
条
約
を
批
准
す
る
。 

 

（
６
）
学
歴
を
詐
称
す
る
。 

 

（
７
）
感
激
の
あ
ま
り
号
泣
し
た
。 

 

（
８
）
蛍
雪
の
功
あ
っ
て
無
事
に
卒
業
し
た
。 

 

（
９
）
年
齢
の
割
に
克
己
心
が
強
い
。 

 

（
１
０
）
戸
籍
抄
本
を
請
求
す
る
。 

  
 



2 

 

第
二
問 

次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
、
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。 

 

（
１
）
駅
前
で
通
行
人
に
チ
ラ
シ
を
ハ
イ
フ
す
る
。 

 
（
２
）
肝
に
メ
イ
ず
る
。 

 

（
３
）
ブ
ン
カ
ツ
払
い
で
購
入
し
た
。 

 

（
４
）
お
セ
イ
ボ
を
贈
る
。 

 

（
５
）
チ
ョ
ッ
ケ
イ
五
セ
ン
チ
の
円
。 



3 

 

第
三
問 

次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
熟
語
と
似
た
よ
う
な
意
味
の
熟
語
を
後
の
語
群
か
ら
選
び
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

（
１
）
所
望 

 
（
２
）
合
点 

 

（
３
）
適
宜 

 

（
４
）
発
覚 

 

（
５
）
尽
力 

  

《 

語
群 

》 

 

 

ニ
ン
イ 

 
 

コ
ウ
ケ
ン 

 
 

シ
ュ
チ
ョ
ウ 

 
 

チ
ュ
ウ
モ
ン 

 
 

 

 

ロ
ケ
ン 
 

 

ナ
ッ
ト
ク 

 
 

エ
ン
ジ
ョ 

  
 



4 

 

第
四
問 

次
の
文
章
を
読
み
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  
学
ぶ
と
い
う
の
は
創
造
的
な
仕
事
で
す
。 

 

そ
れ
が
創
造
的
で
あ
る
の
は
、
同
じ
先
生
か
ら
同
じ
こ
と
を
学
ぶ
生
徒
は
二
人
と
い
な
い
か
ら
で
す
。 

 

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
学
ぶ
の
で
す
。 

 

私
た
ち
が
学
ぶ
の
は
、
万
人
向
け
の
有
用
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自、
分
が
こ
の
世
界
で
た
だ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
ひ
と
、
、

り、
の
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
た
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
私
た
ち
は
学
ぶ
の
で
す
。 

 

私
た
ち
が
先
生
を
敬
愛
す
る
の
は
、
①

先
生
が
私
の
唯
一
無
二
性
の
保
証
人
で
あ
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
か
ら
で
す
。 

 

も
し
、
弟
子
た
ち
が
そ
の
先
生
か
ら
「
同
じ
こ
と
」
を
学
ん
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
す
ぐ
れ
た
技
法
で
あ
っ
て
も
、
ど

れ
ほ
ど
洞
察
に
富
ん
だ
知
見
で
あ
っ
て
も
、
学
ん
だ
も
の
の
唯
一
無
二
性
は
損
な
わ
れ
ま
す
。
だ
っ
て
、
自
分
が
い
な
く
て
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
他

の
誰
か
が
先
生
の
教
え
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。 

 

だ
か
ら
、
弟
子
た
ち
は
先
生
か
ら
決
し
て
同
じ
こ
と
を
学
び
ま
せ
ん
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
器
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

こ
と
を
学
び
取
っ
て
ゆ
く
こ
と
。
そ
れ
が
学
び
の
創
造
性

、
、
、
、
、
、
、
学
び
の
主
体
性

、
、
、
、
、
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
こ
の
先
生
の
こ
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
あ
ま
た
あ
る
弟
子
の
中
で
私
ひ
と
り
だ
」
と
い
う
思
い
こ
み
が
弟
子
に

は
絶
対
に
必
要
で
す
。
そ
れ
を
私
は
「
誤
解
」
と
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
た
わ
け
で
す
。 

 

そ
れ
は
恋
愛
に
お
い
て
、
恋
人
た
ち
の
か
け
が
え
の
な
さ
を
伝
え
る
こ
と
ば
が
「
あ
な
た
の
真
の
価
値
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、

世
界
で
私
し
か
い
な
い
」
で
あ
る
の
と
同
じ
こ
と
で
す
。
こ
の
先
生
の
真
の
価
値
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、
私
し
か
い
な
い
。 

 

で
も
、
「
あ
な
た
の
真
価
を
理
解
し
て
い
る
の
は
、
世
界
で
私
し
か
い
な
い
」
と
い
う
言
い
方
は
、
よ
く
考
え
る
と
変
で
す
よ
ね
。 

 

そ
れ
は
、
「
あ
な
た
の
真
価
」
と
い
う
の
は
、
た
い
へ
ん
に
「
理
解
さ
れ
に
く
い
も
の
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。
つ
ま

り
、
あ
な
た
は
、
誰
も
が
認
め
る
美
人
や
誰
に
も
敬
愛
さ
れ
る
人
格
者
で
は
な
い

、
、
、
、
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
。 

 

不
思
議
な
話
で
す
け
れ
ど
、
愛
の
告
白
も
、
恩
師
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
も
、
ど
ち
ら
も
「
あ
な
た
の
真
価
は
（
私
以
外
の
）
誰
に

も
認
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
②

「
世
間
」
か
ら
の
否
定
的
評
価
を
前
提
に
し
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の
で
す

、
、
、
。 

 

で
も
、
そ
の
前
提
が
な
け
れ
ば
、
じ
つ
は
恋
愛
も
師
弟
関
係
も
始
ま
ら
な
い
の
で
す
。
③

「
自
分
が
い
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
真

価
を
理
解
す
る
人
は
い
な
く
な
る
」
と
い
う
前
提
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、
次
の
こ
と
ば
で
す
。 

           

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。 
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だ
か
ら
私
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

 【 
中
略 

】 

 

「
学
び
の
主
体
性
」
と
い
う
こ
と
ば
を
私
は
い
ま
使
い
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
ば
が
意
味
す
る
の
は
、
生
徒
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

決
定
す
る
と
か
、
生
徒
の
人
気
投
票
で
校
長
先
生
を
選
ぶ
と
か
、
授
業
中
に
出
入
り
自
由
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
さ
か
ね
。 

 

生
徒
自
身
を
教
育
の
主
体
に
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
制
度
的
な
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
学
び
の
主
体
性
」
と
い
う
こ
と

で
私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
④

人
間
は
自
分
が
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
こ
と
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
学
ぶ
こ
と
を
欲
望
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も、

の、
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
自
明
の
事
実
で
す
。 

 

当
た
り
前
で
す
よ
ね
。 

 

ど
ん
な
に
え
ら
い
先
生
が
教
壇
に
立
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
高
尚
な
る
学
説
を
説
き
聞
か
せ
て
も
、
生
徒
が
居
眠
り
を
し
て
い
て
は

「
学
ぶ
」
と
い
う
行
為
は
成
就
し
ま
せ
ん
。
日
本
の
高
校
生
の
前
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
ギ
リ
シ
ャ
語
で
哲
学
を
語
っ
て
も
、
そ
れ
こ
そ

It's
 

Greek
 

to
 

me

（
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
）
で
す
。 

 

学
び
に
は
二
人
の
参
加
者
が
必
要
で
す
。
送
信
す
る
も
の
と
受
信
す
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ド
ラ
マ
の
主
人
公
は
あ
く
ま

で
も
「

 

⑤ 

者
」
で
す
。 

 

先
生
の
発
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
弟
子
が
、
「
教
え
」
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
受
信
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
き
に
学
び
は
成
立
し

ま
す
。
「
教
え
」
と
し
て
受
信
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
極
端
な
話
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
あ
く
び
」
や
「
し
ゃ
っ
く
り
」
で
あ
っ

た
っ
て
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。
「
嘘
」
だ
っ
て
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。 

（
内
田
樹
『
先
生
は
え
ら
い
』
に
よ
る
） 

な
お
、
出
題
に
際
し
、
一
部
改
変
を
加
え
て
い
る
。  

 

（
１
） 

傍
線
部
①
「
先
生
が
私
の
唯
一
無
二
性
の
保
証
人
で
あ
る
」
と
言
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
文
中
の
語
句
を
利
用
し
て
説
明
し
な 

 

 
 

 

さ
い
。 

          

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。 
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（
２
）
恩
師
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
も
、
傍
線
部
②

「『

世
間
』
か
ら
の
否
定
的
評
価
を
前
提
に
し
て
い
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
、
文
中
の
語
句
を
利
用
し
て
述
べ
な
さ
い
。 

 
（
３
）
傍
線
部
③

「『

自
分
が
い
な
け
れ
ば
、
あ
な
た
の
真
価
を
理
解
す
る
人
は
い
な
く
な
る
』
と
い
う
前
提
か
ら
導
か
れ
る

の
は
、
次
の
こ
と
ば
で
す
。
だ
か
ら
私
は
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
」

は
、
筆
者
の
ど
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
導
か

れ
た
の
か
。
次
の
中
か
ら
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

こ
の
前
提
に
よ
っ
て
他
の
弟
子
た
ち
と
の
仲
が
保
た
れ
て
い
る 

 

 

イ 

こ
の
前
提
に
よ
っ
て
世
間
の
秩
序
が
成
り
立
っ
て
い
る 

 
 

 
 

 

ウ 

こ
の
前
提
に
よ
っ
て
あ
な
た
の
存
在
が
明
確
で
な
く
な
る 

 
 

 

 

エ 

こ
の
前
提
に
よ
っ
て
自
分
の
存
在
を
根
拠
づ
け
て
い
る 

 
 

 
 

 

（
４
）
傍
線
部
④
「
人
間
は
自
分
が
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
こ
と
し
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
、
学
ぶ
こ
と
を
欲
望
す
る
者
し
か 

 

 
 

 
 

 

学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
あ
る
が
、
人
間
は
ど
ん
な
状
態
の
と
き
に
、
学
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
。
傍
線
部
④

以
降
の
部
分
か
ら
そ
の
ま
ま
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

 

（
５
）
文
中
「 

⑤ 

者
」
に
入
る
語
を
、
文
中
か
ら
選
び
答
え
な
さ
い
。 

 

（
６
）
こ
の
文
章
は
何
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
。
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

学
び
と
仲
間
達 

 

イ 

学
び
の
主
体
性 

 

ウ 

学
び
と
真
価 

 

エ 

学
び
の
問
題
点 
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（
８
）
あ
な
た
の
意
欲
が
か
き
た
て
ら
れ
た
学
び
の
経
験
を
、
本
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
具
体
的
（
理
由
、
出
来
事
、
様
子
な

ど
）
に
一
五
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

 
 



武
蔵
野
短
期
大
学 

幼
児
教
育
学
科 

一
般
選
抜
第
二
回
入
学
試
験
（
国
語
総
合
） 

模
範
解
答 

二
〇
二
二
年
三
月
十
五
日
実
施 

 

 

受
験
番
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

氏
名 

   

              

 

         

 

    

    

第
一
問
（
各
２
点
） 

（
９
） 

（
７
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

こ
っ
き
し
ん 

ご
う
き
ゅ
う 

ひ
じ
ゅ
ん 

お
う
し
ゅ
う 

は 

（
１
０
） 

（
８
） 

（
６
） 

（
４
） 

（
２
） 

し
ょ
う
ほ
ん 

け
い
せ
つ 

さ
し
ょ
う 

よ
そ
お 

ふ
さ 

  

第
二
問
（
各
２
点
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

直
径 

分
割 

配
布 

 

（
４
） 

（
２
） 

 

歳
暮 

銘 

  

第
三
問
（
各
２
点
） 

（
５
） 

（
３
） 

（
１
） 

貢
献 

任
意 

注
文 

 

（
４
） 

（
２
） 

 

露
見 

納
得 

※2 ※6 ※1 ※5 



 

（
７
） 

 

（
２
０
点
） 

 

    

第
四
問 

（
６
） 

（
５
） 

（
４
） 

（
３
） 

（
２
） 

（
１
） 

（
５
点
） 

（
５
点
） 

（
１
０
点
） 

（
５
点
） 

（
１
０
点
） 

（
５
点
） 

 

 

   

 

  
 

 
               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

150     100     50     

※
の
箇
所
は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い 

※4 ※3 

受
信 

イ 

先
生
の
受
信
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
弟
子
が
、「
教
え
」
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で

受
信
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
き
。 

「
世
間
」
で
は
理
解
さ
れ
に
く
い
「
あ
な
た
の
真
価
」
を
私
は
理
解
し
て
い

る
と
思
い
込
む
こ
と
を
条
件
と
し
て
恩
師
は
成
り
立
つ
。 

同
じ
先
生
か
ら
同
じ
こ
と
を
学
ぶ
生
徒
は
二
人
と
い
な
い
か
ら
。 


